





土地調?事業研究通訊 = Comparative Study of Cadastral

















































































いる。また農業部土地利用局「我国土地問題的状況和今後意見」（1981 年）や 1991 年刊





れてきた。実際に、10 年間に 50 万人を動員して行われた土地調査の結果は、従来の公式
統計よりも 4 割増であると、1996 年 6 月 25 日の中国の新聞はいっせいに報じている。 
 元来、中国の歴代王朝が耕地面積を把握しようとしたのは税役徴収の目的からであった。
そのために膨大な時間と労力や費用を投入して土地調査を行っても、地域によって多様な
度量衡が使用され、かつ肥沃度にも多くの差異があり、航空測量にでも頼らなければ正確
な土地調査は果たせない状況であったから、膨大な費用と労力をかけての土地調査は無謀
のものと考えられていたのではなかろうか。明代の地契・田契をみても面積は記載されず
税額のみが記されているものは多い。王朝としては土地面積の掌握よりも、税役徴収のた
めの名義人を確定し、確実に税を徴収できれば事足れりとしていたのではなかろうか。止
めどが無い中国前近代の土地問題に携わっていると、そんな声が聞こえてくる気がする。 
 
 
101
